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Radar Type Multi-static linear array radar 
Frequency Band 
10-20GHz（9.94～19.7 GHz）(Step frequency 
radar) 
Array Antenna Unit 64 antennas (32 transmitting + 32 receiving) 
Detectable Depth 240mm 
Measurement Width 472.5mm 
Measurement Speed 6 cm/s 
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第 6章ではMSLAR を用いた耐震診断支援システムを検討し、 3次元映像出力から筋交いの幅や厚みといった
強度に直結する寸法を定量的に得ることができることを示した。これらの数値を宮城県で標準的に使用されてい
る耐震診断ソフトに入力することによって、より信頼性の高い耐震強度を計算することが可能になることを示し
た。また木造住宅の耐震診断における現場での確認作業の迅速化と省力化を同時に実現することも可能であるこ
とを示した。 
第7章は結論である。 
 
本研究では従来実用化されていない木造住宅の内部構造を可視化するためのレーダ装置開発を行い、実際の計
測結果を耐震診断に利用する具体的な手法を提示した。耐震診断は減災、防災技術としての意義が高く、近い将
来実際の耐震診断に利用できる新技術を提示することができた。本研究の成果は木造住宅の断熱化などの省エネ
ルギー技術などに発展することも期待され、環境科学への寄与も大きい。 
 
 よって、本論文は博士(学術)の学位論文として合格と認める。 
 
  
